
【資料 1-1-1-2】 報告書の流れ

１～３．日本商船隊、邦船社、

日本籍船の意義
（定期・不定期の区分を踏まえつつ）

４．外航海運業の特質 ５．国際競争力比較

外船社との国際競争力の低下
邦船社の経営危機の可能性

日本経済、日本の
荷主へ深刻な影響を与える可能性

６．諸外国の外航海運
政策（優遇制度）

（参考）他産業の
税制の例など

新外航海運政策
（トン数標準税政等導入）の不可欠性

（優遇税制導入の根拠）

トン数標準税制の導入効果試算にあたってのモデル（案）
（１）イギリス・オランダ型
（２）ドイツ型
（３）ノルウェー型
（４）韓国型
（５）日本型


